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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ 奥村 研究室 学籍番号 80128523 氏名 高橋 菜穂子 

（論文題名） 
 
クロスボーダーのナレッジ移転 
－事例：バイオ・インダストリーにおける人材フローを追って－ 
 
（内容の要旨） 
 
経営資源に対する認識が大きく変わりゆく今、ナレッジ、即ち「知」という見え
ない経営資源こそが、これからの企業にとって未来のコア・コンピタンスを作り出
す源泉であるとして注目されている。近年、競争のボーダーレス化が進む中、海外
より戦略的にナレッジを調達しようとする日本企業の動きが顕著である。 
 
本論文の目的は、未来の企業力を構築するために、新たなナレッジを海外より移
転させることを検討している企業の経営陣に対して、どのような経営手法をとるべ
きか、その手法をどうマネジメントすることが望ましいか提言を行うことにある。
事例として知識集約産業であるバイオ・インダストリーをとりあげ、日本の製薬企
業がいかに米国より研究開発のナレッジを移転しようとしているかに焦点をあて
る。 
 
ナレッジというものは人の中に深くしみ込んでいるものであり、ノウハウだけで
なく、メンタル・モデルや信念まで内包しているものである（野中、2000）。よっ
て、ナレッジ移転を観察するためには、必ず人を媒介として観察することが必要で
ある。このことから、本論文では、クロスボーダーのナレッジ移転を成功させる決
定要因は、人材フローであると仮定した。人材フローの量、人材と人材を異文化間
においてつなぐリエゾンの存在、帰任した研究者の人材育成手法について考察する
ことで、どのように人材フローを管理すればナレッジが移転できるのかを研究する。 

 
ナレッジの送り手となる米国人研究者、ナレッジの受け手となる日本人研究者の
合計 14 名の事例研究を通して、「ナレッジの移転と創発」を成功させる人材フロー
のフレームワークを構築する。さらに、このフレームワークの背後に見られる抽象
概念を分析し、ナレッジの「分化と統合」が新しいナレッジの創発を導いているこ
とを結論とする。 
 

以上 
 
 
 
 
 

 

 


